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二つ折り 製本●

令和　 年　 月　 日

設計年月日

設計

検図製図

特記事項等工事名（ 物件名） 区分

特記仕様書

NO SCALE

引込開閉器盤

○

Ｉ ． 工事概要

●印の付いたも のを 適用し 、 ○印の付いたも のは適用し な い。

章 項目

○ 風圧力

風速（ Ｖ ｏ ＝　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

地表面粗度区分（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

○ 積雪荷重

建設省告示第１ ４ ５ ５ 号における 区域　 別表（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

国土交通省東北地方整備局自家用電気工作物保安規程を 適用する 。電気工作物保安規定

材料・ 機材の品質等 （ １ ） 本工事に使用する 材料・ 機材等は、 設計図書に定める 品質及び性能の他、 通常有すべき 品質及

（ ２ ） 下表に機材名が記載さ れた製造業者等は、 次の ① から  ⑥ すべての事項を 満たすも のと し 、

ただ し 、 製造者等名が記載さ れて いる も のは、 証明と な る 資料等の提出を 省略する こ と がで き

環境への配慮

び性能を 有する も のと する 。

こ の証明と な る 資料又は外部機関が発行する 品質及び性能等が評価さ れたこ と を 示す書面を 提出

し て 監督職員の承諾を 受ける 。

る 。

電気設備工事　 特記仕様書

特記事項

一
般
共
通
事
項

一
般
共
通
事
項

一
般
共
通
事
項

○

○

備　 　 　 　 　 考

○

電　 灯　 設　 備

動　 力　 設　 備

電波障害調査

構内通信線路

構内配電線路

建築工事○

　 　 　 　 工事○ 機械設備

工　 　 　 　 事　 　 　 　 種　 　 　 　 目

情報表示設備

テ レ ビ 共同受信設備

防犯・ 入退室管理設備

中央監視制御設備

監視カ メ ラ 設備

火災報知設備

ナース コ ール設備

電　 熱　 設　 備

受　 変　 電　 設　 備

電力貯蔵設備

雷　 保　 護　 設　 備

誘導支援設備

構内情報通信網設備

映像・ 音響設備

構内交換設備

発　 電　 設　 備

拡　 声　 設　 備

電気自動車用充電設備

３ ． 工事種目（ ●印の付いた も のを 適用する 。 ）

４ . 指定部分 ●な し

〇あり 範囲：

Ⅱ． 工事仕様

１ ． 共通仕様

（ １ ） 図面及び本特記仕様に記載さ れて いな い事項は、 国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の下記仕様書等のう ち 、 ●印が付いた

も のを 適用する 。

（ ２ ） 機械設備工事及び建築工事を 本工事に含む場合は、 機械設備工事及び建築工事はそれぞれの特記仕様書を 適用する 。

な お、 機械設備工事の特記仕様書は（ 　 　 ／　 　 ） 図、 建築工事の特記仕様書は（ 　 　 ／　 　 ） 図に よ る 。

２ ． 特記仕様

○ 適用区分 建築基準法に基づき 定ま る 風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を 用いる 。

・ 分電盤

・ 高圧交流遮断器

・ キュ ービ ク ル式配電盤

・ 照明制御装置

・ 制御盤

・ 高圧進相コ ン デン サ

・ 高圧限流ヒ ュ ーズ

・ 高圧負荷開閉器

・ 中央監視制御装置

・ 可変速電動機用イ ン バータ 装置

・ 高圧変圧器（ 特定機器）

・ 交流無停電電源装置
・ 太陽光発電装置

・ 監視カ メ ラ 装置

・ 蛍光灯器具（ 防爆照明器具及び防災用照明器具を 除く ）

・ Ｌ Ｅ Ｄ 照明器具（ 一般屋内用に限る ）

機　 材　 名 製造業者等名

③　 接着剤は、 可塑剤（ フ タ ル酸ジ －ｎ －ブ チル及びフ タ ル酸ジ －２ －エ チルヘキシ ル等を 含

有し な い難揮発性の可塑剤を 除く ） が添加さ れてい な い材料を 使用する 。

（ １ ） 「 国等によ る 環境物品等の調達の推進等に関する 法律」 に基づく 「 環境物品等の調達の推進に

関する 基本方針（ 平成28年2月閣議決定） 」 によ る 特定調達品目の場合は判断の基準等を 満た

すも のと する 。

（ ２ ） 建築物内部に使用する 材料等は、 設計図書に規定する 所要の品質及び性能を 有する と 共に、 次

の①から ④を 満たすも のと する 。

①　 合板、 木質系フ ロ ーリ ン グ、 構造用パネル、 集成材、 単板積層材、 ＭＤ Ｆ 、 パーテ ィ ク ル

ボード 、 その他の木質建材、 ユリ ア 樹脂板、 壁紙、 接着剤、 保温材、 緩衝材、 断熱材、 塗

料、 仕上塗材は、 ア セ ド ア ルデヒ ド 及びス チレ ン を 発散し な い又は発散が極めて 少な い材

料で 、 設計図書に規定する 「 ホルムア ルデヒ ド の放散量」 の区分に応じ た 材料を 使用する 。

②　 接着剤及び塗料は、 ト ルエ ン 、 キシ レ ン 及びエ チルベン ゼン の含有量が少な い材料を 使用

する 。

④　 ①の材料を 使用し て 作ら れた家具、 書架、 実験台、 その他の什器類等は、 ホルムア ルデヒ

ド 、 アセ ド ア ルデヒ ド 及びス チ レ ン を 発散し な い か、 発散が極めて 少な い材料を 使用し た

も のと する 。

（ ３ ） 設計図書に規定する 「 ホルムア ルデヒ ド の放散量」 の区分に おいて 、 「 規制対象外」 と は次の

①又は②該当する材料を 指し 、 同区分「 第三種」 と は次の③又は④に該当する 材料を 指す。

①　 建築基準法施行令第２ ０ 条の７ 第１ 項に定める 第一種、 第二種及び第三種ホルムア ルデヒ

②　 建築基準法施行令第２ ０ 条の７ 第４ 項の規定によ り 国土交通大臣の認定を 受けた材料

③　 建築基準法施行令第２ ０ 条の７ 第１ 項に定める 第三種ホルムアルデヒ ド 発散建築材料

④　 建築基準法施行令第２ ０ 条の７ 第４ 項の規定によ り 国土交通大臣の認定を 受けた材料

ド 発散建築材料以外の材料

地上～窓中心

測　 　 　 点

鏡上端～中心

床上～中心

壁掛形制御盤

力
開閉器箱

動

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

ブラ ケッ ト （ 一般）

ブラ ケッ ト （ 踊場）

ブラ ケッ ト （ 鏡上）

床上～中心

床上～中心

コ ンセント （ 和室）

コ ンセント （ 一般）

スイ ッ チ（ 一般）

スイ ッ チ（ 和室）

コ ンセント （ 台上）

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

機　 　 　 　 　 器

取引用計器

コ ンセント （ 車椅子用） 床上～中心

スイ ッ チ（ 車椅子用）

天井～上端 　 　 　 ２ ０ ０機器収容箱

テレビ端子（ 一般）

テレビ端子（ 和室）

都市ガス用検知器（ 重質）

都市ガス用検知器（ 軽質）

液化石油ガス用検知器

　 １ ， １ ０ ０

　 １ ， ３ ０ ０

　 　 　 ９ ０ ０

　 １ ， ５ ０ ０

発　 信　 機

機器収容箱

表　 示　 灯

警報ベル

受　 信　 機

副受信機

床上～上端

天井～上端

床上～上端

　 　 　 １ ５ ０

床上～操作部

床上～操作部

床上～操作部

床上～操作部

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

　 ２ ， ３ ０ ０

　 ２ ， １ ０ ０

８ ０ ０ ～１ ， ５ ０ ０

８ ０ ０ ～１ ， ５ ０ ０

　 　 　 ３ ０ ０

８ ０ ０ ～１ ， ５ ０ ０

８ ０ ０ ～１ ， ５ ０ ０

壁付アッ テネータ

壁付形スピーカ

ベル， ブザー， チャイ ム

壁付押し ボタ ン（ 一般）

壁付アウト レッ ト （ 一般）

壁付イ ンタ ーホン（ 一般）

　 　 　 １ ５ ０

壁付発信機

　 １ ， ３ ０ ０

　 １ ， ２ ０ ０

　 　 　 ３ ０ ０

壁掛形親時計

壁付子時計

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

　 １ ， ３ ０ ０

　 １ ， ３ ０ ０

　 ２ ， ３ ０ ０

　 １ ， ３ ０ ０

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心 　 １ ， ３ ０ ０

取付高（ ｍｍ） 機　 　 　 　 　 器 測　 　 　 点 取付高（ ｍｍ）

　 １ ， ５ ０ ０床上～中心機器収容箱（ Ｅ Ｐ Ｓ ）

　 　 　 ９ ０ ０

テレビイ ンタ ーホン（ 親機） 床上～中心 　 １ ， ４ ０ ０テレビイ ンタ ーホン（ 親機） 床上～中心

テレビイ ンタ ーホン（ 子機） 床上～中心 約１ ， ３ ５ ０

身
　
障
　
者
　
用

火
　
災
　
報
　
知

テ
レ
ビ

イ
ン
タ
｜
ホ
ン

表
示
等

電
　
　
　
　
　
　
灯

時
計
拡
声

電
　
　
　
　
話

共
　
　
　
通

表２ 「 機器取付高さ 」

１ ， ８ ０ ０ ～２ ， ０ ０ ０

分　 電　 盤

コ ンセント （ 厨房）

コ ンセント （ 車庫）

コ ンセント （ 機械室）

コ ンセント （ 屋外） 地上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

　 １ ， ３ ０ ０

８ ０ ０ ～１ ， ０ ０ ０

５ ０ ０ ～１ ， ０ ０ ０

台上～中心

　 　 　 １ ５ ０

　 　 　 １ ５ ０ ～２ ０ ０

制御用スイ ッ チ

床上～中心

床上～中心

床上～中心

　 １ ， ３ ０ ０

　 １ ， １ ０ ０

　 １ ， ３ ０ ０

呼出し ボタ ン

廊下表示灯（ 復旧ボタ ン付）

壁付イ ンタ ーホン（ 親機）

床上～中心 ４ ０ ０

壁付イ ンタ ーホン（ 玄関子機）

集合保安器箱 天井～上端

端子盤（ Ｅ Ｐ Ｓ など）

端子盤（ 廊下、 室内） 床上～下端

床上～中心 　 １ ， ５ ０ ０

　 　 　 ３ ０ ０
　 　 　 ２ ０ ０

壁付電話機

壁付アウト レッ ト （ 一般） 床上～中心 　 　 　 ３ ０ ０

床上～中心壁付アウト レッ ト （ 和室）

床上～中心 １ ， ３ ０ ０

　 　 　 １ ５ ０

天井高×０ , ９

天井高×０ , ９

天井高×０ , ９情報表示盤

　 １ ， ３ ０ ０

　 　 　 １ ５ ０

　 　 　 ３ ０ ０

　 　 　 ３ ０ ０

記　 　 　 号

Ｄ

Ｅ

Ｅ

Ｅ ｔ

Ａ ｔ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

接地の種別

Ｅ

Ｅ

Ｂ

Ｄ

Ｃ

Ａ

Ｌ Ａ

Ｌ Ａ

Ｅ ＥＡ

Ｅ ＥＡ

１ ０ ０ Ω以下

　 １ ０ Ω以下

　 １ ０ Ω以下

　 １ ０ Ω以下

　 　 　 Ω以下

　 １ ０ Ω以下

　 　 　 Ω以下

　 　 　 Ω以下

接地抵抗値

Ｅ Ｂ （ Ｄ ＝１ ４ 又はＷ＝４ ０ ） ×　 連－　 組

Ｅ Ｂ （ Ｄ ＝１ ４ 又はＷ＝４ ０ ） ×３ 連－２ 組

Ｅ Ｂ （ Ｄ ＝１ ４ 又はＷ＝４ ０ ） ×３ 連－２ 組

Ｅ Ｂ （ Ｄ ＝１ ４ 又はＷ＝４ ０ ） ×３ 連－２ 組

接地極の規格、 数量

　 １ ０ Ω以下 Ｅ Ｂ （ Ｄ ＝１ ４ 又はＷ＝４ ０ ） ×３ 連－２ 組Ｅ Ｄ

１ ０ ０ Ω以下

　 １ ０ Ω以下

１ ０ ０ Ω以下

　 １ ０ Ω以下

　 　 　 Ω以下

　 １ ０ Ω以下

　 １ ０ Ω以下

　 １ ０ Ω以下

　 　 　 Ω以下

　 　 　 Ω以下

Ｌ ＨＥ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｌ Ｈ

Ｌ Ｌ

Ｏ

Ｅ ＭＤ

　 １ ０ Ω以下

　 １ ０ Ω以下

Ｅ Ｂ （ Ｄ ＝１ ４ 又はＷ＝４ ０ ） ×３ 連－２ 組

Ｅ Ｂ （ Ｄ ＝１ ４ 又はＷ＝４ ０ ） ×３ 連－２ 組

１ ０ ０ Ω以下１ ０ ０ Ω以下

　 １ ０ Ω以下

　 １ ０ Ω以下

Ｅ

Ｅ

Ｓ

１ ０ ０ Ω以下

　 　 　 Ω以下 Ｅ Ｂ （ Ｄ ＝１ ４ 又はＷ＝４ ０ ） ×３ 連－　 組　 　 　 Ω以下

１ ０ ０ Ω以下

Ｃ

E E Ｌ

１ ０ ０ Ω以下

５ ０ ０ Ω以下

Ｌ ｔ

　 　 　 １ ０ Ω以下 Ｅ Ｂ （ Ｄ ＝１ ４ 又はＷ＝４ ０ ） ×３ 連－２ 組

Ｅ Ｌ ｔ １ ０ ０ Ω以下

Ｄ ｔ

表１ 「 接地極一覧表」

接地極の種別は下記を 標準と し 、 Ｅ Ｂ の長さ は１ ， ５ ０ ０ ｍ ｍと する 。 ただし 、 Ｄ ＝１ ０ は１ ， ０ ０ ０ ｍｍ 、

Ｗ＝３ ０ は１ ， ２ ０ ０ ｍｍと する 。 又、 装柱機器及び屋外灯用接地極の埋設標は不要と する 。

Ｅ Ｐ ×２

Ｅ Ｂ （ Ｄ ＝１ ４ 又はＷ＝４ ０ ） ×２

Ｅ Ｂ （ Ｄ ＝１ ４ 又はＷ＝４ ０ ） ×１
Ｅ Ｂ （ Ｄ ＝１ ４ 又はＷ＝４ ０ ） ×１

Ｅ Ｂ （ Ｄ ＝１ ４ 又はＷ＝４ ０ ） ×３ 連－２ 組
Ｅ Ｂ （ Ｄ ＝１ ４ 又はＷ＝４ ０ ） ×１

Ｅ Ｂ （ Ｄ ＝１ ４ 又はＷ＝４ ０ ） ×１

Ｅ Ｂ （ Ｄ ＝１ ４ 又はＷ＝４ ０ ） ×１

Ｅ Ｂ （ Ｄ ＝１ ０ 又はＷ＝３ ０ ） ×１

Ｅ Ｂ （ Ｄ ＝１ ４ 又はＷ＝４ ０ ） ×１

建物名称 構造
階数

塔屋地下地上

消防法施行令

別表第１ の区分
備考

１ ． 工事場所

２ ． 建物概要

●

●

●

●

①　 品質及び性能に関する 試験データ を 整備し ている こ と 。

②　 生産施設及び品質の管理を 適切に行っ ている こ と 。

③　 安定的な供給が可能である こ と 。

④　 法令等で定める 許可、 認可、 認定又は免許を 取得し ている こ と 。

⑤　 製造又は施工の実績があり 、 その信頼性がある こ と 。

⑥　 販売、 保守等の営業体制を 整えている こ と 。

（ パワーコ ン ディ ショ ナ及び系統連系保護装置）

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

雷保護用接地

雷保護用接地

共　 同　 接　 地

共　 同　 接　 地

Ａ 　 種　 接　 地

Ｂ 　 種　 接　 地

Ｃ 　 種　 接　 地

Ｄ 　 種　 接　 地

漏電遮断器回路

構内交換機（ 陽極用）

本配線盤の保安装置

電話引込口の保安器

アンテナ保安器

拡声増幅器

防犯装置用

測定用補助設置極

避雷器用（ 低圧用）

避雷器用（ モデム用）
避雷器用（ 高圧用）

他工事と の取合い 施工範囲　 　 図面に 特記な き 場合は、 「 工事区分表」 によ る 。

（ １ ） 設計用水平地震力

機器の重量［ ｋ ｇ ｆ ］ に、 設計用水平震度を 乗じ たも のと する 。

な お、 特記な き 場合は、 設計用標準水平震度は、 次によ る 。

設計用標準水平震度

　 １ ． ０

重要機器 一般機器 重要機器 一般機器

上層階 　 ２ ． ０ 　 １ ． ５ 　 １ ． ５

中間階

地階・ １ 階

機器種別

機器

水槽類

屋上

及び塔屋

　 ０ ． ６　 １ ． ５ 　 １ ． ０ 　 １ ． ０機器

防振支持の機器

水槽類

機器

防振支持の機器

水槽類

　 ２ ． ０

　 ２ ． ０

　 ２ ． ０

　 １ ． ５

　 ２ ． ０

　 １ ． ５

　 １ ． ５

　 １ ． ０

　 １ ． ５

　 １ ． ５

　 １ ． ５

　 １ ． ０

　 １ ． ５

　 １ ． ０

　 １ ． ０

　 ０ ． ６

　 ０ ． ４　 １ ． ０ 　 ０ ． ６ 　 ０ ． ６

　 １ ． ０

　 １ ． ５

　 １ ． ０

　 １ ． ０

　 １ ． ０

　 １ ． ０

　 ０ ． ６

　 ０ ． ６

　 　 特定の施設 ○　 　 一般の施設

○

○

○

○

○

○

○

配電盤

交流無停電電源装置

中央監視装置

発電装置（ 防災用）

交換機

パワーコ ン ディ シ ョ ナ

直流電源装置

自動火災報知受信機

防振支持の機器

耐震措置 耐震措置の計算及び施工方法は、 次に示す事項以外、 すべて 建築設備耐震設計・ 施工指針（ 独立行政

法人建築研究所　 監修２ ０ １ ４ 年版） によ る 。

（ ２ ） 設計用鉛直地震力

設計用水平地震力の１ ／２ と し 、 水平地震力と 同時に 働く も のと する 。

・ 上層階と は２ ～６ 階建の場合は最上階、 ７ ～９ 階建の場合は上層２ 階、 １ ０ ～１ ２ 階建の場合

　 は上層３ 階、 １ ３ 階建以上の場合は上層４ 階と する 。

・ 中間階と は地階、 １ 階を 除く 各階で 上層階に該当し な いも の

・ 重要機器は次のも のを 示す。

防護シ ート ○ ○設置する 設置し な い

種別 ○ ○ ○ ○ ○Ａ 種 Ｂ 種 Ｃ 種 Ｄ 種 Ｅ 種

仮設間仕切り 種別 ○ ○ ○Ａ 種 Ｂ 種 Ｃ 種

既設部分の養生 行う ○ 行わない

足場その他

別契約の関係受注者が定置し たも のは無償で 使用で き る 。

本工事で 設置する 。

設けな い。

監督職員事務所

設ける 。 （ 規模及び仕上げの程度、 設置する備品等の種類及び数量は工事補足説明事項書による。 ）

〇 ( 建築工事の部） 特記仕様書によ る 。仮設工事

足場を 設ける 場合は、 「 「 手すり 先行工法に関する ガ イ ド ラ イ ン 」 に基づく 足場の設置に　

当たっ て は、 同ガ イ ド ラ イ ン の別紙１ 「 手すり 先行工法によ る 足場の組立等に関する 基準」

における ２ の（ ２ ） 手すり 据置方式又は（ ３ ） 手すり 先行専用足場方式によ り 行う 。

○ Ａ 種 Ｂ 種 ○ Ｃ 種 ○ Ｄ 種 ○ Ｅ 種

○ Ｇ 種○ Ｆ 種

内部足場 種別

○ 種別 ○ ○ ○ ○ ○外部足場 Ａ 種 Ｂ 種 Ｃ 種 Ｄ 種 Ｅ 種

○ Ｆ 種

●

材料、 撤去材等の運搬方法（ 建築工事編２ ． ２ ． １ 　 表２ ． ２ ． ２ によ る 。 ）○

○

（ ○ﾋﾞ ﾆ ﾙーｼ ﾄー等　 ○　 　 　 　 　 　 　 ）

工
事
内
容

工事内容

各
設
備

電動機出力( Kw）

三相可変速運転用イ ン バータ 装置の規約効率は、 次の値以上と する 。

規約効率( ％）

電動機出力( Kw）

規約効率( ％）

0. 4

86. 0

0. 75

88. 5

1. 5

92. 0

2. 2

93. 0

3. 7

94. 0

5. 5

94. 0

7. 5

94. 5

11. 0

94. 5

15. 0

95. 0

18. 5

95. 5

22. 0

95. 5

30. 0

95. 5

37. 0

95. 5

45. 0

95. 5

備考

（ 1） 規約効率は、 JEM－TR245「 汎用イ ン バータ の規約効率」 によ り 算出し た値と する。

（ 2） 規約効率は、 JI S C 4212「 高効率低圧三相かご形誘導電動機」 の定格電圧200V, I P4X, 6極50Hz

の電動機を 駆動し た時の値と する 。

〇標準仕様書の受信調査を 行う 。 ( チャ ン ネル数　 　 　 ）

５ 個以上の場合（ Ｐ Ｆ ２ ２ ） を ２ 本、 天井ま で 立上げる 。

分電盤の分岐回路に使用する 配線用遮断器及び漏電遮断器は、 Ｊ Ｉ Ｓ 協約形の１ Ｐ サイ ズ（

１ ０ ０ Ｖ ２ Ｐ １ Ｅ 、 ２ ０ ０ Ｖ ２ Ｐ ２ Ｅ ） と する 。

制御盤等で 配管ボン ド と な る 負荷には接地端子を 設けな い。動力設備

分電盤 ○

○

埋込形分電盤から の立上り 予備配管は、 予備の配線用遮断器４ 個以下の場合（ Ｐ Ｆ ２ ２ ） を １ 本、

各
設
備

ネ ーム付と する

器具の蓋
ア ルミ 製 ○ 樹脂製

特記の無いハーネス ジ ョ イ ン ト 用ОＡ タ ッ プ は次の使用と する 。

２ Ｐ １ ５ Ａ （ 接地極付き 抜止型） ×４ 　 コ ード ３ ｍ（ マ グネッ ト 付き ） 通電表示灯付き

人感センサー用プレート 照明の人感セン サー制御を 行う 部屋には、 下記の注意プ レ ート を 設置する 。

材質： ア ク リ ル板 文字： 印刷文字

便　 所注意プ レ ート 設置室： ○

その際は再度身体を 動かし て く だ さ い。 」

参考文例： 「 人の動き を 検知し て 点灯いたし ま す。 一定時間動き がな ければ消灯し ま すので 、

近傍と する 。 ただし 、 こ れによ り がたい 場合は監督職員と 協議する 。

Ｌ Ｅ Ｄ 照明器具

天井内に取付ける タ ーミ ナ ルユニッ ト 付き リ モ コ ン リ レ ーの設置場所は、 点滅系統内の第1照明器具

Ｌ Ｅ Ｄ 照明器具の制御装置記号が特記さ れて いな いも のは「 一般型（ Ｌ Ｎ ） 」 と する 。

照度測定試験 一般照明の照度測定は、 明る さ セン サが設置さ れる 部屋がセン サ１ 個につき １ ヶ 所以上（ 明る さ セン

サの設定値共） 設置さ れな い部屋は１ ヶ 所以上の測定を 行う 。

〇 ﾀ ﾐーﾅﾙﾕﾆｯﾄ付き ﾘﾓｺﾝﾘﾚｰ

Ｏ Ａ －フ ロ ア 用配線

● ア ス ベス ト 含有製品 イ ） 撤去機器、 器具等について ア ス ベス ト 含有製品調査を 行い、 監督職員に報告する 。

調査範囲

調査方法

ロ ） 下記のア ス ベス ト 含有製品の定性分析調査を 行う も のと し 、 採取部位及びサン プ ル数は監督職員

な お 、 調査にかかる 費用は、 ○ ○

調査 （ ○ ）

（ ● ○

）

）

と 協議する 。

別途　 と する 。本工事

型番確認の上、 製造者ヒ ア リ ン グ

○ 埋戻し 及び盛土 種別
Ａ 種 Ｂ 種（ ただ し 、 コ ン ク リ ート 管以外の管の周囲は山砂の類）

○
○ ○

根切り 土

50Ｈ ｚ

はつり 工事は、 事前に走査式埋設物調査を 行い、 監督職員に報告する 。

非破壊検査

ロ ） 範囲は監督職員の指示によ る も のと し 、 費用は別途と する 。

イ ） 放射線透過検査等によ る 埋設物の調査　 　 　

あと 施工ア ン カ ー イ ） あと 施工ア ン カ ー 接着系ア ン カ ー（ 　 接着剤（ 有機系） ）

金属拡張系ア ン カ ー（ 　 本体打込み式　 ）

ロ ） 試験 性能確認試験 行わな い 行う

施工後確認試験 行う 行わな い

○

撤去跡の補修

支持金物・ 固定金具

施工に際し 既存設備、 施設等に損害を 及ぼし た 場合は、 原状に復旧する 。既存施設等の復旧

機器撤去後の天井、 壁及び床等の補修は既存仕上げと 同等の補修と する 。

ロ ） 振動を 伴う 機器の支持金物のナッ ト はダブ ルナッ ト と する 。

再使用品の清掃等 再使用する 機器類は現場内で清掃の上、 絶縁抵抗を 測定し て 取り 付ける

既存盤の改修 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 する 。下記盤類の改修等は、 製造者等によ る 作業と

分電盤 制御盤

盤類の工事完了後に、 単線結線図の更新を 行う 。

盤類の改修完了後に下記資料を 監督職員に提出する 。

○ シ ス テ ム機能動作確認書 ○ 事前機能確認書 試験、 調整確認書

○○

○

イ ） 屋外機器及び屋外の配管に使用する 支持金物（ ボルト 類） はス テ ン レ ス 製（ Ｓ Ｕ Ｓ ３ ０ ４ ） と し 、

屋外機器のア ン カ ーボルト のナッ ト にはナッ ト キャ ッ プ （ 樹脂製） を 取り 付ける 。

総合調整 各機器の個別運転後に下記の総合調整を 行い 、 機能確認報告書を 監督職員に提出する 。

構内交換設備 構内情報通信網設備

照明装置 受変電設備 発電設備

合成樹脂製可と う 管はＰ Ｆ 管（ 一重管） と し 、 温度によ る 分類はタ イ プ －２ ５ と する 。

分電盤、 制御盤、 端子盤な ど の２ 次側以降の配線経路、 電線太さ 、 電線本数、 管径な ど は、 監督職員

ス な ど は保温、 結露防止の処理を 行う 。

の承諾を 受けて 、 変更し て も さ し つかえ な い。

外部に面する 壁、 天井で 建築工事で Ｐ Ｆ 板（ ス タ イ ロ ホーム等） 打ち 込み箇所に取付ける 位置ボッ ク

新設する 電線類は、 図面に「 Ｅ М-○○」 の記載がなく と も 、 Ｅ М電線、 Ｅ Мケーブルを 使用する 。

屋外で 使用する 厚銅電線管のう ち 特記のないも のは「 内外面溶融亜鉛めっ き （ めっ き 付着量300ｇ /m2

以上） 」 仕上と する 。

〇 厚銅電線管

イ ン サート 床版で 断熱材打込み部分は、 断熱材用イ ン サート と する 。

呼び線 長さ １ ｍ 以上の入線し ない 管路には、 １ ． ２ ｍｍ以上の樹脂被覆鉄線を 挿入する 。

○

フ ラ ッ シ プ レ ート 金属製（ ス テ ン レ ス 、 新金属も 含む） 樹脂製

フ ロ ア プ レ ート

○ ア ルミ 製

銅合金製 水平調整付プ レ ート （ 空転防止リ ン グ付） と する 。

発電機回路用コ ン セ 発電機回路に接続さ れる コ ン セ ン ト は、 回路種別が識別で き る も のと する 。

ン ト

接地極の種別及び位 図面に特記な き 場合は、 表１ 「 接地極一覧表」 に よ る 。

置表示

下記部位に使用する 、 外面めっ き 電線管の露出配管に は塗装を 施す。

（ ○

塗装 居室に設置する 分電盤は指定色塗装を 施す。

居室 ）○

機器取付高さ 図面に特記な き 場合は、 表２ 「 機器取付高さ 」 によ る 。 ただし 、 表によ り がたい場合は監督員と 協議

する 。

保険 本工事の受注者は、 工事期間中、 工事目的物及び工事資材（ 支給材料を 含む） に対し て 、 下記によ り

保険等に 加入し 、 その証書の写し を 監督員に提出する 。

( 1)  加入する 保険

( 2)  保険金

( 3)  保険の期間

( 4)  保険契約の変更

( 5)  保険証券等の提出

受注者は、 工事の内容によ り 、 建設工事保険、 火災保険、 組立保険等のう ち、 １ 以上の保険に加入する。

原則と し て請負代金額と し 、 保険等に必要な一切の費用は受注者の負担と する

原則と し て工事着工日から 工事完成３ ０ 日後までと する。

保険契約締結後に請負代金額の変更又は工期延長等があっ た場合は、 相応の保険契約を 変更するこ と 。

保険契約を 締結（ 変更を含む） し た場合は、 当該保険証券等の写し を 監督員に提出するこ と 。

完成時の提出図書●

● 完成図書 ● 市販フ ァ イ ル

●

●

完成図

施工図

（ 修正設計図）
● 二つ折り 製本

●

●

完成写真

工事写真

●

●

市販フ ァ イ ル

市販フ ァ イ ル

書類名 製本仕様 備考

設計・ 施工関係者一覧表、 緊急連絡先一覧
表、 完成図（ 修正設計図） 、 施工図、 機器完成

図、 機器取扱説明書、 試験成績書（ 工場試験

明書、 保証書（ 施工・ 機器等を 含む一括保証

ｽﾄA・ D・ E票写し 等） を 一括ﾊ゙ ｲﾝﾀﾞ ｰ製本と する 。

なお、 一冊の厚さ は10cm程度と する 。

現地試験） 、 出荷証明書・ 品質証明書・ 規格証

● A4判

規格 部数

● A4判

● A4判

● A4判

● A4判

● ２

● ２

●

●

● １

Ａ ３ 判二つ折り

Ａ ３ 判二つ折り

営繕工事写真撮影要領( 国土交通省大臣官房官

庁営繕部) によ る

● 保守管理案内書 ● 市販フ ァ イ ル ● A4判 ● ２

● 工事関係書類 ● 市販フ ァ イ ル ● A4判 ●

日常保守管理案内書( 使用者が容易に理解でき

る も の)

施工体制台帳・ 体系図、 注文書・ 注文請書写し
、 退職金共済等への加入状況がわかる 書類の

● 電子納品 ● CD-Rま たはDVD-R ●

１

１

１

完成図( 修正設計図) 及び施工図のCADデータ

( 元データ 、 JWW、 DXF、 PDF等)
完成写真、 工事写真のデータ ( JPEG, PDF等)

その他監督員が指示する も の

○

●

● 　 電源周波数

○

○

○

○

電線本数、 管路な ど

保温、 結露防止

合成樹脂製可と う 管

●

○ 外壁

公共建築工事標準仕様書（ 電気設備工事編） （ 最新版） 　 （ 以下「 標準仕様書」 と いう 。 ）

公共建築改修工事標準仕様書（ 電気設備工事編） （ 最新版） 　 （ 以下「 改修標準仕様書」 と いう 。 ）

公共建築設備工事標準図（ 電気設備工事編） （ 最新版） 　 （ 以下「 標準図」 と いう 。 ）

最大電力５ ０ ０ ｋ Ｗ以上の場合において も 、 第１ 種電気工事士によ り 施工を 行う 。電気工事士

〇

規約効率

○

○

○

○

● 電線・ ケーブ ル

●

○

○

〇 ﾊー ﾈｽｼﾞ ｮｲﾝﾄ用 OAﾀｯﾌﾟ

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○ ○

●

●

●

〇 受変電盤

○

○

○

○

○

○

○

○ ○

〇

○

○

○

○

〇 受信調査

〇 イ ン バータ 装置の

〇

○

〇 タ ン ブ ラ スイ ッ チ

〇 〇

〇

〇

〇

○

○

○

○

〇

○

○

○ ナースコ ール設備

○

○

○ ○○

○○

○

○ ●

・ 照明器具の取替

電灯設備の改修

●

ナース コ ールサーバー

ナース コ ールＰ Ｃ

●

○

○

機器完成図、 機器取扱説明書等のﾃﾞ ﾀー

( PDF等)

※「 岩手県電子納品ｶﾞ ｲﾄﾞ ﾗｲﾝ」 にはよ ら な いた

め、 ﾌｫﾙﾀﾞ 構成は任意

写し 、 材料検収簿（ 監督員または補助監督
員が押印し たも の） 、 工程会議議事録、 工事

打合簿（ 監督員押印所有のも の） 等

● 官公署届出書類 ● 市販フ ァ イ ル ● A4判 ● 消防署、 水道局、 電力会社等

（ 副本は原本、 届出は写し ）

１

） 、 官公署届出書類写し 、 備品リ スト （ 鍵、 予

備品等） 、 産業廃棄物処理関係書類（ 発生

調書、 委託契約書写し ） 、 許可証写し 、 ﾏﾆﾌｪ

○

非常照明別置き 部分の天井材

〇

〇

〇

○

はつり

そ
の
他

・ 必要に応じ て 、 作業に伴う 埃に対する 机等への養生を 行う こ と 。

・ 改修前ま た改修後において 、 下記の事項を 実施する こ と 。

①　 各電灯配電盤の電流値を 記録し 、 比較し たデータ を 提出する こ と 。  

（ 原則と し て 、 平日（ 祝日を 除く 月～金） 5日間、 午前10時の測定値と する 。 ）  

②　 照度を 測定し 、 比較し た データ を 提出する こ と 。  

（ 照度の測定は夜間に実施する こ と 。 ）  

・ 詳細について は、 監督員と の協議によ る 。  

S造 1F

○

●

●

●

○

○

○

●

●

宮古市刈屋第17地割地内

新里ト レーニングセンタ ー

社会体育施設（ 新里ト レーニングセンタ ー） LED化工事

１

図面番号

E-01

1, 496. 36

延面積( ㎡)

● ●

〇

〇

産業廃棄物処理●

1, 500( 上端1, 900以下)

1, 000～1, 300

2, 100～2, 300

2, 000～2, 500

1, 500( 上限1, 900以下)

注） 天井高さ 3, 000ｍｍ以上の場合及び上記取付け高さ において機器の使用に支障が生じ る場合は、

監督職員と 協議する。

1, 500( 上限1, 900以下)

( 多機能ト イ レ用）

屋内 屋外

●

・ 高圧スイ ッ チギア（ Ｃ Ｗ型）

・ 高圧スイ ッ チギア（ Ｐ Ｗ型）

●

●

● 外灯設備含む● ●

● ●



令和　 年　 月　 日

設計年月日検図製図

特記事項等工事名（物件名） 区分

1/300

N

図面番号

E-02社会体育施設（ 新里ト レ ーニングセン タ ー） LED化工事

12

外灯

2

12

12

宮古市立新里小学校

宮古市立新里中学校

宮古市下刈屋
地区総合センター

新里健康増進施設
野球場

宮古市新里総合事務所

宮古警察署
新里駐在所

山田線
山
田
線

閉
伊
川

閉伊川

宮
古
盛
岡
横
断
道
路

刈
屋
川

国
道
340号

国
道
10
6号

N

新里トレーニングセンター

工事場所

宮古市刈屋第17地割地内

新里トレーニングセンター

リバーパークにいさと

付近見取図

配　置　図

付近見取図・ 配置図

※ポール既設利用



令和　 年　 月　 日

設計年月日検 図製 図

特記事項等工事名（物件名） 区分

1階 平面図

1/100

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

A 

B

C

D

E

F

事務室

器具室

休養室

ホール

女子更衣室

男子更衣室

男子WC

女子WC

トレーニング室

用具室

ポンプ室

5,500 9,000 5,800 5,600 5,600 5,600 5,600 5,800 3,200
6
,
1
5
0

5
,
2
5
0

7,
0
0
0

5,
2
5
0

6
,1
5
0

H1

男子更衣室

2

I2

J1G2

J1G2

I2

H1

男子WC

1

2

1

女子WC

1

2

1

2

玄関 風除

2

2

玄関

14

2

風除

4

1

1

J3

J3

J3

J3

J3

P2

P1

J3

ホール

4

1

1

2 10

7 2

女子更衣室

2

I1

G4

H2

事務室

1

1

器具室

1

J G

G

休養室

8

J 1

ポンプ室

1

H2

用具室

3

H2

A-36

B-36

C-25
P3

P3

P3

P3 P3

P3 P3

A

ト レ ーニン グ室

36

B 36

C 25

7

5

外

5

5 5

5 5

5

照明器具天井付

照明器具天井付

照明器具天井付

照明器具壁付

備　 考

凡　 例

名　 称記　 号 個　  数

表参照

表参照

表参照

表参照

LED照明器具に取替

LED照明器具に取替

LED照明器具に取替

LED照明器具に取替

床、 机の上など養生を行う こ と 。

アリ ーナ部分はローリ ングタ ワー等の足場を見込むこ と 。

H1

H1

C C C C C

CCCCC

C C C C C

CCCCC

H2

H2

G

GGG

G G G

2

2

2

2

22 2 2

2

2 2 2

2 2 2 2

B

A

C C C C C

I2

I2

A

B B

A A

B B

A A

B

B

AA

BB

AA

BB

AA

B

B

A A

B B

A A

B B

A A

B

B

AA

BB

AA

BB

AA

B

B

A A

B B

A A

B B

A A

B

B

AA

BB

AA

BB

AA

B

仮設：ローリングタワー(5段)

既設電灯分電盤

図 面番 号

E-03社会体育施設（ 新里ト レ ー ニ ン グ セ ン タ ー ） LED化工事

撤去のみ

撤去のみ

12 2

外灯 ※配置図参照

アリ ーナの照明器具B , Cは撤去し ボッ ク スにはブラ ンク プレート を取り 付けるこ と 。

2

2 2

12L×2

2

2

2 2 2

7

2

7

2

Ｇ 4

Ｈ 2

Ｇ 2

Ｇ 2

Ｊ 1

Ｊ 3

Ｈ 1

Ｈ 1

Ｉ 2

Ｉ 2

Ｊ 1

Ｊ 3

Ｊ 3

Ｐ 1

Ｐ 2

Ｈ 2

Ｈ 2

Ｐ 3
Ｉ 1

Ｅ Ｍ-Ａ Ｅ 0. 9-20Ｐ

ＭＭＢ

ＭＭＢ



令和　 年　 月　 日

設計年月日検 図製 図

特記事項等工事名（物件名） 区分

照明器具参考姿図

NO SCALE

撤去品内容

撤去品内容

撤去品内容 撤去品内容 撤去品内容

下面ｶﾞｰﾄﾞ,側面ｶﾞｰﾄﾞ共
吊下金具、落下防止ﾜｲﾔｰ付

A Ｌ Ｅ Ｄ 吊下灯

A

A

2 Ｌ Ｅ Ｄ 埋込灯 5 Ｌ Ｅ Ｄ 直付灯 7

7

アーム1灯用
※ポール先端丸用( ポール既設使用)

LED 街路灯12

12

12

高圧ナト リ ウム灯220Ｗ-1 撤去のみB

C

G Ｌ Ｅ Ｄ 埋込灯

G LRS3-4-48

撤去品内容
G

LRS3-4-23

LRS3-4-65 リ ニュ ーアルプレ ート 共

撤去品内容

H Ｌ Ｅ Ｄ 直付灯

LSS9-4-48

LSS9-4-23

撤去品内容

I Ｌ Ｅ Ｄ 直付灯

I 1

I 2

J

Ｌ Ｅ Ｄ 埋込灯

J1

Ｆ Ｌ 40Ｗ-2相当品

撤去品内容

J3

I 1

I 2

J1

J3

J

J

Ｆ Ｌ 20Ｗ-2相当品

P1

P2

撤去品内容

P3

P Ｌ Ｅ Ｄ 避難口誘導灯

SH1-FSF20-BＬ 60 リ ニュ ーアルプ レ ート 共

SH1-FSF20-BL60 ガード 付リ ニュ ーアルプ レ ート 共

非常電源内蔵

P1

P2

P3

非常電源内蔵

7

Ｌ Ｅ Ｄ 非常照明

Ｋ １ －Ｌ Ｒ Ｓ １ １ －３2 5

2 5

図面 番号

E-04社会体育施設（ 新里ト レ ー ニ ン グ セ ン タ ー ） LED化工事

ＭＦ 400-1

Ｉ Ｌ 250Ｗ-1 撤去のみ

SH1-FSF20-BH 60 リ ニュ ーアルプ レ ート 共

Ｇ 2

Ｇ 4

Ｈ 1

Ｈ 2

Ｇ 2

Ｇ 4

Ｈ 1

Ｈ 2

Ｈ Ｆ 100Ｗ-1相当品

Ｆ Ｌ 20Ｗ-2相当品＋非常照明( 電源内蔵型)

Ｆ Ｌ 20Ｗ-1相当品

Ｆ Ｌ 40Ｗ-1相当品

Ｆ Ｌ 40Ｗ-2

Ｆ Ｌ 20Ｗ-2

Ｆ Ｌ 20Ｗ-2＋非常照明( 電源内蔵型)

Ｆ Ｌ 40Ｗ-1

Ｆ Ｌ 20Ｗ-1

Ｆ Ｌ 40Ｗ-2

Ｆ Ｌ 40Ｗ-1

Ｋ １ －Ｉ Ｒ Ｓ ２Ｆ Ｂ Ｃ 2Ｒ Ｐ -201

Ｆ Ｌ 20Ｗ-1相当、 ＷＰ

Ｆ Ｌ 40Ｗ-2

Ｆ Ｌ 20Ｗ-2

Ｆ Ｌ 20Ｗ-2 ガード 付

I L60Ｗ-1

I L60Ｗ-1相当

Ｆ Ｌ 40Ｗ-2

Ｆ Ｌ 40Ｗ-1

Ｆ Ｌ 40Ｗ-3

Ｈ Ｆ 10Ｗ-1

Ｌ Ｓ Ｒ 2Ｗ-400


